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意 匠 学 会 第48回 大 会 報 告

初 の東 京 大 会 開催 を終 え て

第48回 意匠学会大会は,東 京目黒の杉野服飾大学 において開催された。

本年の大会の最大の意義は,意 匠学会初の東京大会を実現させたことにあろう。その理由は,

一つには近年関東以北の会員が増えてきたこと,ま た,東 京周辺の大学関係者に本学会の存在

をアピールするところにあった。大袈裟にいえば関西中心の軍勢が都 に攻め上 り,目 黒の地に

橋頭堡を築いたということになろうか。当初は東京大会の成功に少なからず不安を持 っていた

が,蓋 を開けてみるとこれは嬉 しい誤算で約100名 の参加者を得て成功裏に大会を終了するこ

とができた。

東京大会は関西からの参加者の便宜を図って従来の3日 間の開期を2日 間に短縮 し,従 来の

プログラムを変更 して行われた。15件 の研究発表 と7件 のパネル発表が行われ,か えって凝

縮された中身の濃い大会 になったと思 う。 さらにシンポジウムのテーマを 「都市 とファッショ

ン」としたことは参加者の関心を呼び,特 に開催校杉野服飾大学の学生からの質問が相次ぎ活

発な質疑応答が成された。研究発表においても都市をテーマとする発表が多 く,期 せず して今

大会の性格を形作ることになった。パネル発表はイーゼルを用いて行われた。準備も楽であ り,

配置 も自由であり,次 回以降の開催校の参考になれば幸いである。

懇親会は学生食堂にて行われ,意 匠学会賞を受賞 した吉村典子会員のスピーチや次期開催校

の神戸大学の足立裕司会員の決意表明などを交え,会 員相互の親睦を深あることができた。予

想以上の参加者で,懇 親会終了後,テ ーブルにはパセ リが数個残るのみで,手 伝いの学生への

約束が果たせなかったのは嬉 しい誤算であった。

一年に亘る準備期間中,多 くの方々にお世話になった。心から御礼申し上げる。

(塚田耕一)
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